
最
先
端
技
術
で
省
人
化

安全・安心で地域が元気に

国土交通省水管理・国土保全局

局長　藤巻　浩之

　
事
業
概
要
　

地
域
に
愛
さ
れ
る
ダ
ム
づ
く
り

地
域
と
共
に
　

環
境
に
優
し
い
Ｃ
Ｓ
Ｇ
ダ
ム

西
松
建
設
社
長
　

細
川
　
雅
一

将
来
世
代
の
安
全
な
基
盤
に

秋田県知事

鈴木　健太

日本一持続可能な県へ

秋田県由利本荘市

市長　湊　貴信

インフラツーリズムで魅力発信
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東北地方整備局鳥海ダム本体着工

６月日本体工事着工式典

地域の悲願　　
早期完成を期待
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【ダム・貯水池諸元】
■工　　事　　場　　所：秋田県由利本荘市鳥海町百宅地内
■発　　注　　者：国土交通省東北地方整備局鳥海ダム工事事務所
■型　　　　式：台形ＣＳＧダム
■ダ　　ム　　高：ｍ
■堤　　頂　　長：．ｍ
■堤　　体　　積：．万㎥
■集　　水　　面　　積：．
■湛　　水　　面　　積：．
■総　貯　水　容　量：万
■洪水調節容量：万㎥
■利　　水　　容　　量：万㎥
■堆　　砂　　容　　量：万㎥

【工事内容】
　本体基礎掘削工約．万㎥（全体約．万㎥）、材料採取工約．
万㎥（全体約．万㎥）、ＣＳＧ打設約．万㎥（全体約万㎥）、
コンクリート打設約．万㎥（全体約．万㎥）、基礎処理工約．万
ｍ（全体約．万ｍ）、のり面工、濁水処理設備運転工、仮設工各一式

　鳥海ダムの本体工事着工式を迎えられたことは、長い歴史
と豊かな文化を育まれた地域の皆さまのご理解なしには到底
できなかったものであり、先祖伝来の貴重な土地をご提供い
ただいた地権者の皆さま方、地元の方々に感謝を申し上げま
す。
また、多くの方々のご期待を一身に受け、工事をはじめ付け
替え道路や工事関連の調査、設計などを含めて取り組んでい
ただいております調査会社、施工会社の皆様方にも心から御
礼を申し上げます。

　近年は、気候変動の影響により、治水対策の必要性や緊急
性がますます高まっております。子吉川でも昨年７月洪水で
甚大な浸水被害が発生し、子吉川圏域水害対策プロジェクト
を策定し、秋田県や地域の皆様と共に再発防止のための対策
を実施しております。気候変動は、洪水だけではなく、深刻
な渇水被害により上水道の供給制限やかんがい用水の取水停
止などが発生しています。
　鳥海ダムは洪水調節、流水の正常な機能維持、水道用水の
補給、発電を目的とする多目的ダムです。地域の安全・安心
の向上、生活基盤の安定、さらには「鳥海国定公園」に位置
する立地を生かし、地域振興や活性化につながるよう、精一
杯努力をしてまいります。
　一日も早い完成に向けて、引き続き皆さまのご理解、ご協
力が何よりも重要でございます。地域の皆さまに寄り添い、
連携して取り組んでまいります。工事の安全を心より祈念し、
ダムを中心にますます地域が元気になり、明るい未来を開け
るよう治水行政を進めていくことをお誓い申し上げます。
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　鳥海ダム本体工事着工式がこのように盛大に開催さ
れましたこと心からお祝いを申し上げます。
　鳥海ダムは、水道用水の確保や昨年のような大雨の
際の洪水調整の機能など様々な効果が期待されてお
り、その大切な役割を地域が待ち望んでいるところで
ございます。また、来年度には宿舎の完成に伴い
人を超える工事関係者が本市で生活することとなり、
地域経済の活性化にも大きく寄与するものと考えてい
ます。加えて、新たな観光スポットとしての役割も期
待され、ダム工事そのものをひとつのコンテンツと位
置付け、刻々と姿を変える工事現場ならではの壮大で
迫力ある眺望、インフラツーリズムの大きな魅力とし
て売り込むことで、観光客の増加につながるものと期
待しているところです。
　市といたしましては、鳥海ダムの早期完成に向け、
にかほ市とともに鳥海ダム建設促進期成同盟会と連携
を図り、関係機関に働きかけを行ってまいります。
　本体工事を担当され西松・奥村・フジタＪＶには、
今後も万全な現場管理と細心の安全対策のもと、工事
が完了されますようお願いを申し上げます。

　（式典祝辞から）

　気候変動の影響により水災害が激甚化・頻発化して
いる中、県内でも年から３年連続で記録的な大雨
に見舞われ、各地で広範囲な浸水被害が発生しており
ます。子吉川流域でも昨年７月の大雨で子吉川などが
氾濫し、甚大な被害が発生したことは記憶に新しいと
ころであり、流域治水の観点から取りまとめた水災害
対策プロジェクトに基づき、取り組みを短期間で着実
に進めることが重要であります。また、夏場を中心に
慢性的な水不足の状態が生じるなど治水だけではなく
利水の観点からもダムの早期着工が待たれていたとこ
ろです。
　秋田を日本一持続可能な県にするため、県民の命と
暮らしを守る取り組みやカーボンニュートラル達成に
向けた取り組みなどを着実に進めてまいります。洪水
調節や発電などの機能を持った鳥海ダムは、まさにこ
れらの取り組みを後押しするインフラであります。
　地域の悲願である鳥海ダムの完成に向け、積極的に
連携、協力してまいります。国土交通省をはじめ関係
の皆さまにおかれましても限られた財源の中での事業
実施に最大限の工夫とご配慮をいただき、将来を見据
えた形で整備を進めていただきますようお願い申し上
げます。

　（式典祝辞から）

遠隔操作でくす玉開披

着工を祝い万歳三唱
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フジタＪＶ
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（西松建設）
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